
『
当
家
要
伝
』
全

一
巻
は
、
日
隆
聖
人

（
一
三
八
五
―

一
四
六
四
）
の
著
述
の
一
で
あ
る
。
本
抄
は
、
真
蹟
本
が

尼
崎
市
本
興
寺
に
格
護
さ
れ
て
お
り
、
著
作
年
月
に
関
す
る
記
事
は
み
ら
れ
な
い
が
、
筆
蹟
の
上
か
ら
か
、
故
株
橋

日
涌
先
生
は
、
永
享
八
年

（
一
四
三
六
）
よ
り
文
安
三
年

（
一
四
四
六
）
の
間
の
著
述
の
内
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

∩
日
隆
聖
人
教
学
の
序
説
」
の
桂
林
學
叢
』
第
四
号
三
九
頁
と

す
な
わ
ち
本
抄
の
筆
蹟
は
現
存
の
隆
師
の
著
述
の

中
で
は
比
較
的
早
い
時
期
の
も
の
と
み
ら
れ
、
し
か
も
速
筆
で
あ
り
、
所
々
に
滑
去
や
字
句
挿
入
な
ど
の
訂
正
が
み

ら
れ
る
点
で
、
『私
新
抄
）
と
の
類
似
性
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。

本
抄
の
名
称
は
、
日
隆
聖
人
の
親
撰
で
は
な
く
、
本
興
寺
二
十
八
世
日
顕
上
人

（
一
六
三
二
―

一
六
九

一
）
に
よ

っ
て
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
真
蹟
本
の
条
箇

（目
次
）
の
前
に
書
き
込
ま
れ
た
顕
師
の
記
事
に
よ
っ

て
明
ら
か
で
あ
る
。
顕
師
は
、
当
時
存
在
し
た
写
本
を
参
照
し
つ
つ

「当
家
要
伝
」
と
名
付
け
た
と
い
う

（本
書
七

頁
）
。
後
述
の
如
く
、
本
抄
の
分
量
は
少
な
い
が
、
内
容
的
に
は
当
家
教
学
上
の
基
本
的
な
立
場
を
述
べ
る
も
の
で
、

そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
の
命
名
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

顕
師
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
本
抄
は
も
と
閉
本

（縫
本
）
で
あ
っ
た
が
、
裏
打
を
し
た
後
、
巷
子
本
と
し
た
と
い
う

（本
書
四
九
頁
）。
貞
事
二
年

（
一
六
八
五
）
正
月
八
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
周
知
の
如
く
、
顕
師
は
貞
享
元
年
末
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よ
，
貞
享
三
年
正
月
に
か
け
て
、
本
興
寺
蔵
の
日
隆
聖
人
に
直
接
関
わ
る
著
作
等
の
文
献

八
い
わ
ゆ
る
御
聖
教
類
）

を
修
覆
す
る
に
つ
い
て
中
心
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
本
抄
の
軸
表
紙
装
慎
の
費
用
は
大
坂
の
丁
子
屋
又
兵
衛

（伝

未
詳
Ｙ
な
る
信
者
の
寄
進
に
よ
っ
た
の
で
あ
る
。

本
抄
の
内
容
は
、
隆
師
自
筆
の
条
箇
に
よ
れ
ば
六
箇
条
と
な

っ
て
い
る
が
、
本
文
中
の
標
題
に
よ
れ
ば
七
箇
条
と

な
る
。
す
な
わ
ち
、

一
、
信
解
行
証
の
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

二
、
三
慧

。
四
智
の
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

‥
、　

　

　

　

・
　

・
・、　
　
　
　
　
　
・

三
、
神
力

「
嘱
累
、
惣

・
別
付
嘱
の
事

四
、　
一
部
八
巻
倶
に
下
種
と
作
る
耶

五
、
本
門
寿
量
品
の
首
題
の
事

六
、
首
題
と

す
念
三
千
と
の
不
同
の
事
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ
′

七
、
本

・
述
の
観
心
の
事
　
´

が
、
そ
れ
で
あ
る
。
以
上
の
中
、
第
四
の
標
題
が
条
箇
に
は
操
り
あ
げ
ら
れ
て
な
く
、・
ま
た
そ
の
表
現
の
仕
方
も
他

の
六
項
目
と
は
異
っ
て
い
る
。
そ
の
上
、
註
記
（１
）
の
よ
う
に
、
以
上
の
条
箇
の
他
、
更
に
四
箇
条
の
標
題
が

一
度

記
さ
れ
た
後
に
治
去
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
そ
れ
に
対
応
す
る
本
文
は
記
述
さ
れ
て
お
ら
ず
、
以
上
の
事
が
ら
は
本

抄
の
成
立
な
い
し
は
隆
師
の
著
述
全
体
の
成
立
に
つ
い
て
、
な
お
考
え
る
べ
き
問
題
を
含
む
も
の
Ｌ
言
え
よ
う
。

本
抄
に
と
り
あ
げ
ら
れ
た
七
箇
条
は
、
そ
れ
ぞ
れ
日
蓮
教
学
上
の
基
本
的
な
立
場
に
関
わ
る
重
要
な
問
題
で
あ

り
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
隆
師
の
識
見
が
示
さ
れ
て
い
る
点
で
、
隆
師
の
教
学
思
想
研
究
上
、
重
要
な
資
料
で
あ
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る
。
た
だ
し
、
例
せ
ば

「神
力

・
嘱
累
、
惣

・
別
付
嘱
の
事
」
に
示
さ
れ
た
惣

。
別
の
配
当
は
、

『
私
新
抄
』
な
ど

に
記
さ
れ
た
場
合
の
議
論
と
は
、
立
論
の
仕
方
が
同
じ
で
あ

っ
て
も
表
現
が
異
な
り
、
所
付
の
人
を
主
と
し
て
い
な

が
ら
惣
持
滅
後
、
流
通
意
別
の
法
義
に
よ
っ
て
、
神
カ
ー
惣
付
、
嘱
累
―
別
付
と
分
別
さ
れ
て
い
る
点
な
ど
は
、
普

通
の
解
釈
と
異
る
よ
う
に
み
ら
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
注
意
を
要
す
る
所
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
本
抄
の
内
容

も
必
ず
他
の
隆
師
の
著
述
と
の
比
較

・
対
照
の
上
に
理
解
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
本
抄
だ
け
を
以
て
直

ち
に
隆
師
の
法
義
の
す
べ
て
と
考
え
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
と
言
え
よ
う
。

な
お
、
本
抄
も
、
宗
祖
御
遺
文
を
能
照
と
す
る
方
法
に
よ
っ
て
貫
か
れ
て
お
り
、
本
奪
抄

・
開
目
抄
を
は
じ
め
二

十
三
書
の
引
用
が
み
ら
れ
る
。
注
意
す
べ
き
こ
と
と
し
て
は
、
日
像
門
流
の
口
伝
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
場
合
の

あ
る
こ
と
と
、
越
後
本
成
寺

（京
都
本
禅
寺
）
の
い
わ
ゆ
る
陣
門
流
の
義
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
、
更
に
は
隆
師
の

他
の
著
述
と
は
異

っ
て
本
抄
に
は
日
存
聖
人
の
名
が
み
え
ず
、
日
道
聖
人
の
義
の
み
が
二
箇
所
引
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

以
上
の
如
く
、
量
的
に
は
小
部
の
著
述
で
あ
り
な
が
ら
、
内
容
的
に
種
々
の
注
目
す
べ
き
点
を
有
す
る
の
が
本
抄

の
特
色
で
、
隆
師
研
究
な
い
し
は
日
蓮
教
学
研
究
に
お
い
て
重
要
な
文
献
資
料
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
と
い

え
よ
う
。
ち
な
み
に
、
管
見
に
お
い
て
本
抄
は
こ
れ
ま
で
活
字
と
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
よ
う
で
あ
り
、
本
文
の
読
み

如
何
の
問
題
と
併
せ
て
古
写
本
の
探
求
が
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

（大
平
宏
龍
）
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